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証券コード：７７１８

本資料にて記載している業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した
見通しであり、潜在的なリスクや不確実性を含んでいます。そのため、実際の業績は様々な
要素により大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
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１.スター精密とは

１



会 社 名 ：スター精密株式会社

本社住所 ：静岡県静岡市駿河区中吉田２０-１０

代 表 者 ：佐藤 肇

創 業 ：１９４７年２月

設 立 ：１９５０年７月

資 本 金 ：１２７億２千１百万円

上 場 先 ：東証 第一部（１９９０年１０月上場）

従 業 員 ：単体 ５８４名 連結 ２,２９１名
（２０１２年２月２９日現在）

２

会社概要



３つの創業スピリッツ

スター精密の創業

■人を大勢使わない事業

精密部品の加工業をスタート

■輸送コストのかからない事業

■最小の材料で最大の効果をあげる事業

３



事業の沿革

３つの創業スピリッツ
に基づきはじまる
精密部品加工業

自社で製造、使用し
ていた部品用加工機
で工作機械市場へ

精密部品事業

１９５０年 １９５８年 １９７０年

工作機械事業

４

精密加工技術と
エレクトロニクスの
融合

特機事業

コンポーネント事業



２.スター精密の特徴

５



スター精密の特徴①

グローバル・ニッチ経営

６

海外売上高
構成比

８０％
※

１,０００億円規模のニッチ市場で
１０％以上のマーケットシェアを獲得

※２０１２年２月期データ海外子会社 ７ヶ国１６社
※

海外生産高
比率

６９％
※



スター精密の特徴②

７

アジアでの充実した生産体制



８

スター精密の特徴③

抜群の健全性

■自己資本比率 ７０.２％

０８/２ ０９/２ １０/２ １１/２

１,０００

５００

０

１００

０

５０

(％)(億円)

１２/２

総
資
産

自己資本比率

１０,２８９

１５,６４０

１１,３７８

１１,２８２

５１,９２４

現金及び預金

たな卸資産

その他流動資産

有形固定資産

その他固定資産

３６,９８０

５１,９２４

純資産

流
動
資
産

固
定
資
産

純
資
産

連結貸借対照表

７,５５４

４０６

２,０００

流
動
負
債

支払手形及び

その他流動負債

固定負債
４,９８３

短期借入金

（単位：百万円）

０

６０,０００

４０,０００

２０,０００

■流動比率 ２６３％

固定負債

２０１２年２月末

※流動比率＝流動資産÷流動負債×１００％

純
資
産

３,３３３

買掛金



３.事業内容

９



精密部品事業

当社創業からのドメイン

取扱製品

■腕時計部品加工分野では国内トップクラス

■加工から組立まで精密部品の一貫生産

■非時計部品（医療用、自動車用、ＨＤＤ用等
部品）分野の扱いが拡大

１０.１％

１０

医療用部品腕時計用部品
ＰＣ・各種デジタル

関連機器用部品

売上高：４２億６千３百万円

※２０１２年２月期データ



身近なところで活躍する当社の精密部品

小型ハードディスク
駆動装置（ＨＤＤ）

医 療腕時計

捲真
リューズ
パイプ
プッシュボタン

ボーンスクリュー

インプラント

ナット

１１



工作機械事業

ユーザーが、ユーザーのためにつくるマシン

■自動車、電気、医療など小型化、高精度
化が進む幅広い分野での利用

■高い市場シェア、新興国市場での需要
拡大

■新規市場（スイス型以外）への参入

CNC自動旋盤等工作機械

６３.
１％

取扱製品

１２

売上高：２６６億３千９百万円

※２０１２年２月期データ



当社の工作機械の特徴

１３

スイス型（主軸移動型）自動旋盤

腕時計部品に代表されるような、
小型の精密部品を高精度で
大量に切削加工を行う工作機械



メカニカル技術とエレクトロニクス技術の融合

■ＢＲＩＣsなど新興国市場でのＰＯＳ普及に
よる需要の拡大

■ＰＯＳ以外にも宝くじ発券機、キオスク端
末等に用途拡大

■ソフトウェアで差別化を図った製品開発

ポイントカード書換機

カードリーダーライター小型プリンター

特機事業

取扱製品

１４
POS用プリンター モバイルプリンター

１９.
９％

売上高：７８億６百万円

※２０１２年２月期データ



身近なところで活躍する当社の特機製品

１５



コンポーネント事業

精密加工技術をコアに「音」を追求

スピーカー

■収益の好転が見込めないことから、当事業
を２０１３年２月期をもって売却し、事業終了
予定

■これまで培った小型音響技術の研究は今
後も継続し、将来の製品展開に繋げていく
予定

取扱製品

１６

電子ブザー

売上高：２９億４千４百万円

※２０１２年２月期データ



身近なところで活躍する当社の小型音響部品

１７



４．業績の推移・見通し

１８



１９

（億円）

特機 コンポ 工作機械 精密部品

１２/２

売上高推移

０
１１/２０９/２ １３/２(予想)

６００

４００

２００

４０

１１８

１２３

２８７

５６９

３３

６７

７６

１１４

２９１

４６

８８

２６

２３２

３９３

１０/２

４２

７７

４４

１９２

３５７

４２

７８

２９

２６６

４１６



２０

営業利益推移

営業利益率特機 コンポ 工作機械 精密部品

※営業利益合計は、消去又は全社控除後

１０/２ １１/２ １３/２(予想)

※１０年２月期は営業損失となるため、営業利益率を算出しておりません。

１２/２０９/２

（百万円）

△３,９８４

△８４

△１,５２６

２７９

△９４０

１,４２８

△５５８

２,１７５

７４０

７２４

４.０ ％

２,８００

△２７０

３,５３０

８３０

７８０

７.１ ％

３,９５２

△９５５

５,３６５

５８１

７６２

９.５ ％

８,５４４

１,２３８

７,３２２

１,６０１

５３４

１５.０ ％



配当金額推移

２１

５.０
７.０ ９.０

１４.０

２６.０
３０.０

１１.０

６.０

８.０

１２.０

１８.０

３０.０

１５.０

１１.０

０.０

１０.０

２０.０

３０.０

４０.０

５０.０

６０.０

０４/２ ０５/２ ０６/２ ０７/２ ０８/２ ０９/２ １０/２

円/株

１株当たり期末配当金

１株当たり中間配当金

１１.０

１５.０

２１.０

３２.０

５６.０

４５.０

２２.０

１１/２

１１.０

１１.０

２２.０

１５.０

１５.０

３０.０

１３/２
(予想）

％
５.０

４.０

３.０

２.０

１.０

０.０

株主資本配当率（ＤＯＥ）

１.３

１.７

２.２

３.０

４.７

３.８

２.２

２.５

３.０

１２/２

１３.０

１３.０

２６.０

３.３



５.将来展望

２２



当社を取り巻く環境

ＢＲＩＣｓや東南アジ
ア等新興国市場の
拡大

各種製品の
小型化・高精度化

海外事業展開の
さらなる拡大

小型精密加工・
組立技術ニーズ
拡大

市場環境 当社への影響

２３



中期戦略

２４

収益性の確保 成長性の追求 健全性の維持

・グローバルニッチ市場での
高シェア獲得

・収益性の高い｢製品｣と｢市場｣
への経営資源の集中投資

・高付加価値製品の創出

・新興国市場における販売体
制の強化

・海外生産拠点の活用による
最適な生産体制の構築

・コア・コンピタンス強化のため
の事業提携およびM＆A

・自己資本比率 ：７５％以上

・ネットキャッシュ比率
（対総資産） ：２５％以上

・株主還元の充実
配当性向：４０％以上
DOE ：４.５％以上

経営資源の最適配分と事業構造改革により、
収益性の確保と成長性の追求を図り、

継続的な株主還元の充実を目指す。




